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されています。中には子育てや介護など、女医ならではの問題を抱えながら頑張っている
人もいますし、男性医師同様にバリバリ活躍して世界に羽ばたこうとしている名医もいて、
女医をひとまとめに考えてはいけないと思っています。体力的には男性医師に劣るかもし
れませんが、昼夜無く働いている頑張り屋さん達ばかりです。
　女医の労働人口は他の職種と同様M字カーブを描き、女医の増加と共に医師不足の原因
の一つとなっていると思われます。個人的には託児所だけではなく、託老所もあれば良い
のにと思ったりします。
　こんな悩みを抱えた私達を、周囲の皆様、マンパワーの宝庫と考えて暖かく見守ってく
ださいね。
　私自身が仕事を続ける事が出来たのは家族の協力があった事と職場の経営者の先生方の
理解、循環器内科の仲間のおかげと思って、本当に感謝しています。
　私が頭と身体が動く限り働きたいと言うと、友人にいい加減辞めないと周囲が迷惑する
と言われます。働いてくれたら助かると言ってくれる所もあるんじゃないの?? ネエ！（終）

還暦祝いに子供達からもらったメッセージ入
りの時計（後ろ）とお花です。
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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑧

BCG接種と皮膚の副反応：
papular tuberculid（丘疹状結核疹）を中心に

岡山県医師会理事　
 岡山大学病院皮膚科　岩　月　啓　氏

　乳児期のBCG接種（BCG ワクチン株 Tokyo 172）、特に６カ月までの接種が施行されて
から皮膚の結核様副反応が増加した（森　亨、山内祐子　2009；Kekkaku 84; 109-115）。
副反応の半数は、BCG接種側の腋窩リンパ節腫大であり、多くの場合には２～３カ月で自
然軽快する。まれに、骨炎が生じる。皮膚の副反応は、BCG接種後１～２カ月後に、接種
部位以外に、１）限局性皮膚病変を生じる場合と、２）全身汎発性に皮疹が生じる場合が
報告されている。ヒト皮膚結核の分類からいうと、前者は真性結核、後者は結核疹に分類
される。前者は結核菌の直接感染による病変、後者の病変には結核菌は同定も培養もされ
ないことから、播種された結核菌成分（抗原）に対するアレルギー性反応と考えられてい
る。注意すべきは、重症複合型免疫不全（SCID）などの重症免疫不全状態において粟粒
結核のように播種性結核が生じることがある。BCG接種後、２～３日で接種部の強い炎症
反応が生じる場合は、「コッホ現象」を疑い、既感染および活動性結核の検査が必要となる。
発熱とともに、BCG接種痕が再び発赤してくる場合には川崎病の可能性を考えなくてはな
らない。
　ヒト型結核菌によって生じる結核疹には、papulonecrotic tuberculid（丘疹状壊疽性結核
疹）、lichen scrofulosorum（腺病性苔癬）、陰茎結核疹、Bazin硬結性紅斑などが知られて
いるが、これらと区別して、BCG接種後の汎発性皮膚病変は、“papular tuberculid（丘疹
状結核疹）”と診断されることが多い。小児サルコイドーシス（early-onset sarcoidosis）、
Blau症候群ではpapular tuberculid に類似の皮疹を生じ、両者とも類上皮肉芽種の像を示
すので、慎重に鑑別しなくてはならない。ヒト皮膚真性結核では、標準的結核治療が実施
されることが多い。結核疹においては、明らかな結核病巣が見つからない場合でも、体内
で結核菌が活動していると考えて通常、抗結核療法を実施する。それでは、BCG接種によ
る副反応に対してはどのように対応すべきであろうか。
　SCIDなどの免疫不全を基盤に生じた副反応では抗結核療法を必要とすることは論を俟
たない。BCG接種後の２cm程度までの所属リンパ節腫大やpapular tuberculid（丘疹状結
核疹）の場合には、たいてい、無治療で２～３カ月以内に自然軽快するので、ご両親には
過剰な心配はさせない配慮をしながら、１、２カ月ごとに経過観察することが望ましい。




